
テーマ：小児がんの子どものend of life care
〜子どもらしく生きることを支えるために〜

日時：2014年 10月25日 (土) 14：00
場所：慶應義塾大学病院

2号館11階 中会議室
〒160-8582 東京都新宿区信濃町35 TEL:03-3353-1211

主催：中外製薬株式会社

『 地域で支える小児がんの子どもの緩和医療 』

座長 慶應義塾大学医学部 小児科 講師 嶋田 博之 先生

【事例紹介】15：05 – 15:30

医療法人はるたか会理事長 あおぞら診療所新松戸院長
前田 浩利 先生

【特別講演1】14：00– 14:45

慶應義塾大学看護部（現聖路加国際大学修士課程）
鈴木 千琴

【ディスカッション】15:30 – 16:00

『 積極的な治療中におけるエンドオブライフケア
－若年青年期の患者の事例を通して－ 』

休憩 15：00-15：05

【質疑応答】14：45 – 15:00



小児がんの治療成績は向上し、5年生存率は70%以上と言われています。

しかし、治療の効果がなく亡くなる子どもが30%おり、小児期の死因の

上位を閉めています。治療効果が見込めなくなった時に、子どもや家族の

心にどのように寄り添っていけばよいのでしょうか。

子どもが子どもらしく生きるためにどこでどのように過ごすことができる

のか、そのために必要な支援は何であるか考えていきたいと思います。

今回、地域で小児の緩和ケアを行っている先生を講師にお招きし、活動

を交えながらご講演いただきます。

子どもと家族にとって大切な時間を、安心して、子どもらしく生きるこ

とを支える医療について様々な職種の皆様とよりよいケアを検討していき

たいと思います。

小児がんの子どものend of life care
〜子どもらしく生きることを支えるために〜

第4回小児がんケア検討会



講演会場

会場：慶應義塾大学病院 2号館11階 「中会議室」
〒160-8582 東京都新宿区信濃町35
TEL 03-3353-1211

【JR】
総武線「信濃町」駅下車、徒歩約1分

【地下鉄】
都営大江戸線「国立競技場」駅下車（A1番出口）、徒歩約5分
丸の内線「四谷三丁目」駅下車（1番出口）、徒歩約15分
半蔵門線・銀座線「青山一丁目」駅下車（0番出口）、徒歩約15分
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